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2022 年度 信州大学医学部附属病院リハビリテーション部 PT･OT･ST の足跡 

 

 

Ⅰ. 原著論文  

1. Yamamoto S, Sakai Y, Matsumori K, Osawa R, Ito S, Tsukakoshi D, Ohno T, Ohta H, 

Ichiyama T, Komatsu M, Wada Y, Hanaoka M, Ikegami S, Horiuchi H. Clinical Outcomes 

and Prevalence of Sarcopenia in Patients with Moderate to Severe COVID-19. J Clin 

Med. 2022 

 

2. Tsukakoshi D, Yamamoto S, Takeda S, Furuhashi K, Sato M. Clinical Perspectives 

on Cardiac Rehabilitation After Heart Failure in Elderly Patients with Frailty: 

A Narrative Review. Ther Clin Risk Manag. 2022 

 

3. Tsukakoshi D, Yamamoto S, Nojima I, Sato M, Furuhashi K, Takeda S, Oguchi N, Kasuga 

S, Ichimura H, Wada Y, Seto T, Horiuchi H. Association between postoperative 

delirium and heart rate variability in the intensive care unit and readmissions 

and mortality in elderly patients with cardiovascular surgery. Heart Vessels. 

2022 

 

4. Nishimura H, Ikegami S, Uehara M, Takahashi J, Tokida R, Kato H. Detection of 

cognitive decline by spinal posture assessment in health exams of the general 

older population. Sci Rep. 2022 

 

5. Kitagawa T, Hiraya K, Denda T, Yamamoto S. A comparison of different exercise 

intensities for improving bone mineral density in postmenopausal women with 

osteoporosis: A systematic review and meta-analysis. Bone Rep. 2022 

 

6. Kato T, Miura T, Yamamoto S, Miyashita Y, Hashizume N, Shoin K, Sasaki S, Kanzaki 

Y, Yui H, Maruyama S, Nagae A, Sakai T, Saigusa T, Ebisawa S, Okada A, Motoki 

H, Ikeda U, Kuwahara K. Intensive exercise therapy for restenosis after 

superficial femoral artery stenting: the REASON randomized clinical trial. Heart 

Vessels. 2022 
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7. Maeda D, Matsue Y, Kagiyama N, Jujo K, Saito K, Kamiya K, Saito H, Ogasahara Y, 

Maekawa E, Konishi M, Kitai T, Iwata K, Wada H, Hiki M, Dotare T, Sunayama T, 

Kasai T, Nagamatsu H, Ozawa T, Izawa K, Yamamoto S, Aizawa N, Yonezawa R, Oka 

K, Momomura S, Minamino T. Inaccurate recognition of own comorbidities is 

associated with poor prognosis in elderly patients with heart failure. ESC Heart 

Fail. 2022 

 

8. Saito H, Matsue Y, Kamiya K, Kagiyama N, Maeda D, Endo Y, Ueno H, Yoshioka K, 

Mizukami A, Saito K, Ogasahara Y, Maekawa E, Konishi M, Kitai T, Iwata K, Jujo 

K, Wada H, Hiki M, Dotare T, Sunayama T, Kasai T, Nagamatsu H, Ozawa T, Izawa 

K, Yamamoto S, Aizawa N, Wakaume K, Oka K, Momomura S, Minamino T. Sarcopenic 

obesity is associated with impaired physical function and mortality in older 

patients with heart failure: insight from FRAGILE-HF. BMC Geriatr. 2022 

 

9. Yamada K, Iwata K, Yoshimura Y, Ota H, Oki Y, Mitani Y, Oki Y, Yamada Y, Yamamoto 

A, Ono K, Honda A, Kitai T, Tachikawa R, Kohara N, Tomii K, Ishikawa A. Predicting 

the Readmission and Mortality in Older Patients Hospitalized with Pneumonia with 

Preadmission Frailty. J Frailty Aging. 2022 

 

10. Otsuka R, Kamimura T, Tomita T. The Changes in Frailty and Death within Six Months 

of Discharge in Heart Failure Patients 80 Years and Older. Shinshu Med J. 2023 

 

11. Fujimoto Y, Maeda D, Kagiyama N, Sunayama T, Dotare T, Jujo K, Saito K, Kamiya 

K, Saito H, Ogasahara Y, Maekawa E, Konishi M, Kitai T, Iwata K, Wada H, Hiki 

M, Kasai T, Nagamatsu H, Ozawa T, Izawa K, Yamamoto S, Aizawa N, Wakaume K, Oka 

K, Momomura S, Matsue Y. Prognostic implications of six-minute walking distance 

in patients with heart failure with preserved ejection fraction. Int J Cardiol. 

2023 

 

12. Fujimoto Y, Maeda D, Kagiyama N, Sunayama T, Dotare T, Jujo K, Saito K, Kamiya 

K, Saito H, Ogasahara Y, Maekawa E, Konishi M, Kitai T, Iwata K, Wada H, Hiki 

M, Kasai T, Nagamatsu H, Ozawa T, Izawa K, Yamamoto S, Aizawa N, Wakaume K, Oka 

K, Momomura S, Matsue Y. Prevalence and prognostic impact of the coexistence of 

cachexia and sarcopenia in older patients with heart failure. Int J Cardiol. 2023 
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13. 松森圭司，田中厚誌，岡本正則，鬼頭宗久，青木薫，小松幸子，小岩井慶一郎，塚原

嘉典，藤永康成，髙橋淳，堀内博志：がん脊椎転移の離床基準に応じたリハビリテー

ションによる活動性の変化の検討．国大リハ 44：1-6，2023 

 

14. 伊藤駿，佐藤正彬，大澤竜司，大野智貴，長峰広平，古橋啓介，佐賀里昭，井戸芳和，

堀内博志：開頭腫瘍摘出術を施行した脳腫瘍患者の認知機能と退院時 ADL の関連．国

大リハ 44：26-30，2023 

 

15. 古橋啓介，望月優太，関みなみ，塚越大智，伊藤駿，西村輝，井戸芳和，堀内博志：

脳腫瘍摘出術後に高次脳機能障害が出現した事例 ADOCを用いた作業療法がQOLを向上

させた．国大リハ 44：57-61，2023 

 

16. 関みなみ，塚越大智，伊藤駿，西村輝，井戸芳和，堀内博志：家族支援によって自宅

退院後も ADL と QOL が維持された甲状腺がんから骨および脳転移した例．国大リハ 44：

86-90，2023 

 

 

Ⅱ. 執筆  

1. 西村輝，平野滉，井戸芳和，池上章太，髙橋淳，堀内博志：頸椎症性脊髄症患者に対

する作業療法 手術前の評価から手術後のリスク管理と介入．OT ジャーナル 56 増刊号 

こんなときどうする？ 運動器の作業療法ナビ：770-5，2022 

 

 

Ⅲ. 学会発表・シンポジウム・講演  

1. 村井貴，宮澤諒，赤羽陽子，井戸芳和，中村恒一：手根管症候群患者におけるローゼ

ンスコアの術後経過．第 65 回日本手外科学会学術集会，一般演題（オンデマンド），

オンライン，2022 年 4月 

 

2. 西村輝：頚椎硬膜外血腫患者に対して急性期からの目標設定が有効であった事例． 

第 8回日本臨床作業療法学会学術大会，一般演題（口述），オンライン，2022 年 5 月 

 

3. 山本周平，樋口智子：ペースメーカ植込み患者に対する運動療法．第 264 回日本循環

器学会関東甲信越地方会，ミニレクチャー（オンデマンド），オンライン，2022 年 6月 

 

4. 西村輝：MMT を活用した転倒転落予防カンファレンスによって転倒率は減少したのか？ 

第 37回長野県作業療法学術大会，一般演題（口述），オンライン，2022 年 6月 
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5. 古橋啓介，塚越大智，山本周平，佐藤正彬，小山菜緒，中山穂香，市村創，和田有子，

瀬戸達一郎，堀内博志：高齢心血管術後患者の術前フレイルは認知機能を調整しても

術後せん妄発生と強く関連する．第 28 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会，

一般演題（口述），沖縄コンベンションセンター，2022 年 6 月 

 

6. 酒井康成，太田浩章，山本周平，市山崇史，花岡正幸，池上章太，堀内博志：入院 ILD

患者における desaturation level は，在宅酸素療法の流量や携帯型酸素濃縮器の導入

指標となりうるか？ 第 7 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 甲信越支部学術

集会，一般演題（口述），新潟医療人材育成センター，2022 年 6月 

 

7. 山本周平，酒井康成，松森圭司，大澤竜司，伊藤駿，塚越大智，大野智貴，太田浩章，

市山崇史，高尾ゆきえ，中野和美，池上章太，堀内博志：中等症から重症 COVID-19 患

者に対する急性期リハビリテーション医療の効果と課題．第 59 回日本リハビリテーシ

ョン医学会学術集会，一般演題（口述），パシフィコ横浜ノース，2022 年 6月 

 

8. 松森圭司，田中厚誌，岡本正則，鬼頭宗久，小松幸子，青木薫，大場悠己，小岩井慶

一郎，塚原嘉典，堀内博志，藤永康成，髙橋淳，関みなみ：当院における骨転移リハ

ビリテーション医療の検討．第 59回日本リハビリテーション医学会学術集会，一般演

題（口述），パシフィコ横浜ノース，2022 年 6 月 

 

9. 大澤竜司，大野智貴，伊藤駿，小宅一彰，野嶌一平，堀内博志：脳腫瘍摘出術後患者

の退院後生活における身体活動量の実態と，入院期リハビリテーション評価との関連．

第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会，一般演題（口述），パシフィコ横浜

ノース，2022 年 6月 

 

10. 西村輝，井戸芳和，伊藤駿，塚越大智，関みなみ，望月優太，鈴木朝香，平野滉，古

橋啓介，池上章太，堀内博志：頚髄損傷患者に対する ReoGo®-J を含めた上肢機能練習

の有効性 事例報告．第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会，一般演題（ポ

スター），パシフィコ横浜ノース，2022 年 6月 

 

11. 村井貴，宮澤諒，赤羽陽子，大塚りさ，井戸芳和，中村恒一：手根管症候群患者にお

けるローゼンスコアの術後反応性について．第 59回日本リハビリテーション医学会学

術集会，優秀ポスターセッション，パシフィコ横浜ノース，2022 年 6 月 
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12. 松森圭司，田中厚誌，岡本正則，鬼頭宗久，小松幸子，青木薫，小岩井慶一郎，塚原

嘉典，堀内博志，藤永康成，髙橋淳：がん骨転移に対するリハビリテーションの検討．

第 44 回国立大学リハビリテーション療法士学術大会，一般演題（口述），富山大学，

2022 年 7月 

 

13. 伊藤駿，佐藤正彬，大澤竜司，大野智貴，長峰広平，佐賀里昭，井戸芳和，堀内博志：

脳腫瘍術後患者における術前認知機能と退院時 ADL との関連．第 44回国立大学リハビ

リテーション療法士学術大会，一般演題（口述），富山大学，2022 年 7 月 

 

14. 関みなみ，塚越大智，伊藤駿，西村輝，井戸芳和：家族支援によって自宅退院後も ADL

と QOL が維持された甲状腺がん骨・脳転移例．第 44 回国立大学リハビリテーション療

法士学術大会，一般演題（口述），富山大学，2022 年 7月 

 

15. 古橋啓介，望月優太，関みなみ，塚越大智，伊藤駿，西村輝，井戸芳和，堀内博志：

脳腫瘍摘出術後に高次脳機能障害を呈した事例 IADL を維持し QOL を向上させた経験．

第 44 回国立大学リハビリテーション療法士学術大会，一般演題（口述），富山大学，

2022 年 7月 

 

16. 山本周平：REHAB-HF trial は臨床応用出来るのか？ 第 6回日本循環器理学療法学会学

術大会，ディベート，東京保健医療専門職大学，2022 年 9 月 

 

17. 中山穂香，酒井康成，小山菜緒，山本周平，宮下美奈，後藤美香，高岡友哉，三田篤

義，副島雄二，堀内博志：肝移植術後患者の ADL 改善には経口摂取エネルギー量が関

与する．第 6 回日本循環器理学療法学会学術大会，大会長賞審査口演，東京保健医療

専門職大学，2022 年 9月 【奨励賞受賞】 

 

18. 古橋啓介，望月優太，塚越大智，伊藤駿，西村輝：脳腫瘍摘出術後に高次脳機能障害

が出現した事例 ADOC を用いた作業療法が QOL を向上させた．第 56 回日本作業療法学

会，一般演題（口述），国立京都国際会館，2022 年 9 月 

 

19. 伊藤駿，佐藤正彬，鈴木朝香，古橋啓介，佐賀里昭：脳腫瘍術後患者における作業療

法目標の特徴．第 56 回日本作業療法学会，一般演題（ポスター），国立京都国際会館，

2022 年 9月 
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20. 関みなみ，塚越大智，伊藤駿，西村輝，井戸芳和：骨および脳への転移を認めた事例 

夫への支援によって自宅退院後もADLとQOLが維持された．第56回日本作業療法学会，

一般演題（ポスター），国立京都国際会館，2022 年 9 月 

 

21. 望月優太，塚越大智，伊藤駿，西村輝，井戸芳和：集中的な課題指向型練習によって

ADL が自立した頚部脊髄硬膜動静脈瘻の事例．第 56 回日本作業療法学会，一般演題（ポ

スター），国立京都国際会館，2022 年 9月 

 

22. 平野滉，関みなみ，伊藤駿，公家龍之介，西村輝：傍腫瘍性辺縁系脳炎患者の家族に

対する退院支援の実践．第 56 回日本作業療法学会，一般演題（ポスター），国立京都

国際会館，2022 年 9 月 

 

23. 佐藤正彬，山本周平，塚越大智，古橋啓介，務台均：心臓大血管手術後高齢者の術前

フレイルと術後 ADL 能力の改善が予後に及ぼす影響．第 56回日本作業療法学会，一般

演題（ポスター），国立京都国際会館，2022 年 9月 

 

24. 泉良太，佐野哲也，能登真一，山田祐花子，塚越大智：作業療法前後での健康関連 QOL

の変化と MCID の解明 運動器，心大血管，呼吸器疾患での調査．第 56 回日本作業療法

学会，一般演題（ポスター），国立京都国際会館，2022 年 9月 

 

25. 公家龍之介，田中佐千恵，中野未来，小林正義：気分障害・ストレス関連障害患者の

就労継続に影響する要因の探索．第 56 回日本作業療法学会，一般演題（口述），国立

京都国際会館，2022 年 9月 

 

26. 中野未来，田中佐千恵，白石健，公家里依，小林正義：神経性やせ症の児をもつ家族

に対する集団家族心理教育 作業療法士が関わるメリット．第 56回日本作業療法学会，

一般演題（ポスター），国立京都国際会館，2022 年 9 月 

 

27. 山本周平：重症心不全の入院期心臓リハビリテーション．日本心臓リハビリテーショ

ン学会 第 7回関東甲信越支部地方会，シンポジウム，北里大学白金キャンパス，2022

年 10 月 

 

28. 佐藤正彬，山本周平，塚越大智，古橋啓介，竹田周平，中山穂香，小山菜緒，市村創，

和田有子，瀬戸達一郎：心臓大血管手術後高齢者の術後せん妄と退院時の ADL 能力が

長期予後に及ぼす影響．日本心臓リハビリテーション学会 第 7回関東甲信越支部地方

会，優秀演題，北里大学白金キャンパス，2022 年 10 月 【優秀賞受賞】 
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29. 大野智貴，大澤竜司，伊藤駿，小宅一彰，野嶌一平，長峰広平：開頭脳腫瘍摘出術が

身体症状と運動機能に及ぼす影響．第 20 回日本神経理学療法学会学術大会，一般演題

（口述），大阪国際会議場，2022 年 10 月 

 

30. 大澤竜司，大野智貴，伊藤駿，古橋啓介，小宅一彰，野嶌一平，長峰広平：脳腫瘍摘

出術後患者の退院後生活における身体活動量・IADL の実態と，入院期リハビリテーシ

ョン評価との関連．第 20 回日本神経理学療法学会学術大会，一般演題（口述），大阪

国際会議場，2022 年 10 月 

 

31. 松森圭司，宮下美奈，竹田周平，小山菜緒，堀内博志：局所進行頭頸部がん患者にお

ける化学放射線療法前後の体組成・運動機能の変化．第 5 回日本がん・リンパ浮腫理

学療法研究会学術大会，一般演題（口述），北九州国際会議場，2022 年 10 月 

 

32. 岩波潤，井戸芳和，堀内博志：急性期作業療法により ADL が拡大した両下肢切断例．

第 6回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会，一般演題（ポスター），岡山コン

ベンションセンター，2022 年 11 月 

 

33. 中野未来，白石健，公家里依，児島佳代子，篠山大明，本田秀夫：神経性やせ症の児

をもつ家族に対して多職種で行う集団家族心理教育．第 63 回日本児童青年精神医学会

総会，一般演題（ポスター），長野県松本文化会館，2022 年 11 月 

 

34. 太田浩章，酒井康成，山本周平，池上章太，市山崇史，堀内博志：入院期間質性肺疾

患患者における低骨格筋量と在宅酸素療法の導入との関連．第 32 回日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション学会学術集会，一般演題（口述），幕張メッセ，2022 年 11 月 

 

35. 西村輝，池上章太：健常者と頸椎疾患患者の歩容の違い THE WALKING を使用して．第

4回歩行ケア研究集会，一般演題（口述），オンライン，2022 年 11 月 

 

36. 松森圭司，田中厚誌，岡本正則，鬼頭宗久，青木薫，小松幸子，出田宏和，小岩井慶

一郎，塚原嘉典，藤永康成，髙橋淳，堀内博志：脊椎不安定性の可能性がある脊椎転

移患者に対するリハビリテーションの検討．第 12回がん理学療法カンファレンス，一

般演題（口述），オンライン，2023 年 1月 

 

37. 山本周平：急性期理学療法の最前線 内部障害から学ぶリスク管理．第 104 回福岡県理

学療法士会学術研修大会，特別講演，北九州国際会議場，2023 年 1月 
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38. 山本周平：心不全患者に対するテーラーメイド型の運動療法を考える．第 6 回日本循

環器理学療法学会サテライトカンファレンス，特別講演，オンライン，2023 年 1月 

 

39. 酒井康成：急性期呼吸リハビリテーション．第 33回信州呼吸ケア研究会，パネルディ

スカッション，オンライン，2023 年 1月 

 

40. 太田浩章：保険点数から見る呼吸リハビリテーションの現状とこれから．第 33回信州

呼吸ケア研究会，ショートレクチャー，オンライン，2023 年 1月 

 

41. 山本周平：臨床研究の知識はなぜ必要なのか？ 第 62 回近畿理学療法学術大会，教育

講演，和歌山県民文化会館，2023 年 2月 

 

42. 唐澤達典：現場からの相談事例を紹介します！RST 各職種の経験から．第 24 回長野県

呼吸ケアセミナー，パネルディスカッション，オンライン，2023 年 2 月 

 

43. Matsue Y, Saito H, Saito K, Ogasahara Y, Maekawa E, Konishi M, Kitai T, Iwata 

K, Juhjoh K, Wada H, Kasai T, Nagamatsu H, Aizawa N, Momomura S, Kamiya K, Ozawa 

T, Izawa K, Yamamoto S, Yonezawa R, Oka K, Kagiyama N. Impact of Multidomain 

Frailty on Mode of Death in Elderly Patients with Heart Failure: An Extended 

Follow-up of FRAGILE-HF. The 87th Annual Scientific Meeting of the Japanese 

Circulation Society, Late Breaking Cohort Studies, Fukuoka, Mar 2023  

 

44. 松森圭司，山本周平，唐澤達典，宮下美奈，小川恵里，竹田周平，飯田将太：頭頸部

がん患者における化学放射線療法前後の運動機能の変化 フレイルの有無による検討．

第 11 回日本がんリハビリテーション研究会，一般演題（口述），名古屋国際会議場，

2023 年 3月 

 

45. 関みなみ，松森圭司，井戸芳和，岩佐陽一郎，堀内博志：局所進行頭頸部がん患者に

おける化学放射線療法前後の QOL の変化．第 11回日本がんリハビリテーション研究会，

一般演題（口述），名古屋国際会議場，2023 年 3月 

 

46. 山本周平：心不全患者におけるコグニティブフレイル．Otsuka Webinar 心不全におけ

るサルコペニア・フレイル．講演，オンライン，2023 年 3 月 
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47. 太田浩章：理学療法士レジデントのキャリアデザイン．第 2 回理学療法士・作業療法

士・言語聴覚士レジデントフォーラム，シンポジウム，オンライン，2023 年 3 月 

 

 

Ⅳ. 座長  

1. 大塚りさ：一般演題Ⅰ．第 37回長野県作業療法学術大会，座長，オンライン，2022 年

6 月 

 

2. 山本周平：一般演題 理学療法・ADL 1．第 28 回日本心臓リハビリテーション学会学術

集会，座長，沖縄コンベンションセンター，2022 年 6 月 

 

3. 山本周平：一般演題 心不全・心筋症 1．第 28回日本心臓リハビリテーション学会学術

集会，ディスカッサント，沖縄コンベンションセンター，2022 年 6月 

 

4. 井戸芳和：一般演題 4．第 44 回国立大学リハビリテーション療法士学術大会，座長，

富山大学，2022 年 7 月 

 

5. 山本周平：英語論文は若いうちに書け！？ どう書く？何が得られる？ 第 6 回日本循

環器理学療法学会学術大会，座長，東京保健医療専門職大学，2022 年 9月 

 

 

Ⅴ. 研修会講師  

1. 井戸芳和，山本周平：附属病院リハビリテーション部の概要と役割．新入生ゼミナー

ル（作業・理学療法学専攻），講師，信州大学，2022 年 4 月 18 日 

 

2. 西村輝：MMT の正しい測り方 MMT を活用することで転倒率は減少する．信州大学病院

東 3階病棟勉強会，講師，東 3階病棟，2022 年 5月 31 日 

 

3. 太田浩章，大野智貴：病棟での転倒・転落予防に向けた取り組み 病棟 ADL 自立基準．

信州大学病院東 3階病棟勉強会，講師，オンライン，2022 年 6月 9日 

 

4. 新井瑠夏：嚥下障害のスクリーニング・リスク管理．信州大学病院栄養サポートチー

ム勉強会，講師，外来棟中会議室，2022 年 6 月 22 日 

 

5. 伊藤駿，中野未来，大塚りさ，西村輝：厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会，ファ

シリテーター，オンライン，2022 年 8月 20 日，21 日 
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6. 寺島さつき：嚥下を評価する．信州大学病院看護部研修会，講師，外来棟大会議室，

2022 年 8月 25，26 日 

 

7. 寺島さつき：リハビリテーションにおける言語聴覚士の役割．リハビリテーション概

論（保健学科），講師，信州大学，2022 年 11 月 9日 

 

8. 中野未来，公家龍之介，大塚りさ，西村輝：厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会，

ファシリテーター，オンライン，2022 年 11 月 12 日，13 日 

 

9. 公家龍之介：休職者支援における医療と企業の連携．長野県作業療法士会 市民公開講

座，講師，オンライン，2022 年 11-12 月 

 

10. 山本周平：理学療法の標準的な情報収集 病態・検査編〔画像〕．第 5 回日本循環器理

学療法学会サテライトカンファレンス，講師，オンライン，2022 年 12 月 4 日 

 

11. 山本周平：理学療法の実際 評価と介入〔身体機能など〕．第 5 回日本循環器理学療法

学会サテライトカンファレンス，講師，オンライン，2022 年 12 月 4日 

 

12. 山本周平：呼吸・循環器疾患の評価 急性期～慢性期まで．長野県理学療法士会 南信

ブロック研修会，講師，オンライン，2022 年 12 月 10 日 

 

13. 公家龍之介：職業関連活動における作業療法 作業療法士の役割．職業前評価・治療学

（作業療法学専攻），講師，長野保健医療大学，2022 年 12 月 26 日 

 

14. 公家龍之介：休職者支援における医療と企業の連携．長野県作業療法士会 出前講座，

講師，オンライン，2023 年 1月 18 日 

 

15. 酒井康成：体位ドレナージ・ポジショニング．信州大学病院外来勉強会，講師，外来

棟会議室，2023 年 1 月 31 日 

 

16. 寺島さつき：発達支援にかかわって STが提供できること．2023 ながの発達障害啓発週

間「結」プロジェクト チャリティーセミナー，講師，オンライン，2023 年 2 月 11 日 

 

17. 小川恵里：乳腺・婦人科患者さんへの ROM 運動について．信州大学病院南 6 階病棟勉

強会，講師，南 6階病棟，2023 年 2 月 20 日 
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18. 山本周平：急性期における循環器理学療法の実際と実践のポイント．新潟県理学療法

士会主催 領域別研修会（心血管理学療法）循環器疾患における病期別理学療法の展開，

講師，晴陵リハビリテーション学院，2023 年 2月 23 日 

 

19. 寺島さつき：ことばの支援とリハビリテーション．長野県口唇口蓋裂センター主催 

公開講座．講師， オンライン，2023 月 3 月 12 日 

 

 

Ⅵ. 研究費獲得  

1. 伊藤駿：脳腫瘍患者に対する作業療法介入のパイロットランダム化比較試験．令和 4

年度日本学術振興会科学研究費助成事業（科研費）奨励研究 

 

 

Ⅶ. 学位取得  

1. 博士（医学）：西村輝 

2. 博士（保健学）：大塚りさ 

 

 

Ⅷ. 資格取得等  

1. 公認心理師：新井瑠夏 

2. 認定作業療法士：西村輝 

3. 3 学会合同呼吸療法認定士：関みなみ 

 

以上 


